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●昭和初期、中区火災保険図

火
災
保
険
図
は
、
主
に
保
険
料
率
を
決
定

す
る
た
め
の
参
考
に
す
る
た
め
に
、
個
別
の

建
物
の
耐
火
性
な
ど
を
記
載
し
た
大
縮
尺
の

地
図
で
あ
る
。
地
籍
図
・
土
地
宝
典
類
は
、

地
番
・
土
地
区
画
が
記
載
さ
れ
て
い
る
の
に

対
し
、
火
災
保
険
図
は
個
々
の
建
物
の
情
報

が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

従
来
、
一
九
四
五
（
昭
和
二
〇
）
年
以
前

の
横
浜
市
域
の
火
災
保
険
図
は
、
国
立
国
会

図
書
館
が
所
蔵
す
る
、
四
二
（
昭
和
一
七
）

年
土
井
正
造
・
横
浜
火
災
保
険
図
協
会
が
作

成
し
た
金
沢
区
域
の
も
の
の
み
が
知
ら
れ

て
い
た
（
リ
サ
ー
チ
ナ
ビ
、
火
災
保
険
図
、

http://rnavi.ndl.go.jp/research_guide/
entry/them

e-honbun-601014.php

）。

と
こ
ろ
が
、
最
近
、
中
区
役
所
か
ら
、
一

九
三
〇
（
昭
和
五
）
年
の
作
成
の
も
の
を
主

と
し
て
、
昭
和
一
〇
年
代
前
半
の
改
訂
な
ど

を
含
む
計
七
八
三
枚
（
重
複
・
索
引
図
を
含

む
）
と
い
う
膨
大
な
数
量
の
火
災
保
険
図
が
、

市
史
資
料
室
に
移
管
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
図

面
は
業
務
で
使
用
さ
れ
て
い
た
が
、
使
用
さ

れ
な
く
な
っ
た
以
後
、
ほ
と
ん
ど
存
在
が
忘

れ
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

市
史
資
料
室
で
は
、
こ
の
火
災
保
険
図
の

目
録
を
作
成
す
る
と
と
も
に
、
資
料
の
状
態

な
ど
を
考
慮
し
て
複
製
に
よ
っ
て
公
開
を
す

る
こ
と
と
し
た
。
複
製
は
、
扱
い
や
す
さ
な

ど
か
ら
A
3
サ
イ
ズ
（
縦
二
九
・
七
×
横

四
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）
に
縮
小
し
、
三
冊

に
製
本
し
た
。

こ
こ
で
は
、
こ
の
火
災
保
険
図
の
概
要
を

紹
介
し
、
閲
覧
の
た
め
の
一
助
と
し
た
い
。

移
管
さ
れ
た
火
災
保
険
図
と
は

ま
ず
、
移
管
さ
れ
た
火
災
保
険
図
が
ど
の

よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
、
一
例
と
し
て
一
九

三
〇
（
昭
和
五
）
年
「
蒔
田
町
方
面
№
7
」

（
図
1
）
で
見
て
い
こ
う
。
こ
の
図
の
範
囲

は
、「
花
ノ
木
町
二
丁
目
」
と
「
宿
町
二
丁
目
」、

「
宮
元
町
二
丁
目
」
の
一
部
で
、
現
在
の
南

区
内
に
あ
た
り
、
図
の
左
側
に
は
大
岡
川
が

書
か
れ
て
い
る
。
図
面
の
印
字
方
法
は
陽
画

青
図
で
、
紙
の
サ
イ
ズ
は
約
縦
三
五
／
横
四

五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
地
図
の
枠
は
約
三
一

／
四
一
で
あ
る
。
上
に
「
方
面
」
名
と
番
号

が
あ
り
、
下
の
枠
外
（
こ
の
図
の
場
合
は
右

下
）
に
作
成
年
月
日
が
書
か
れ
て
い
る
。
こ

の
図
に
は
縮
尺
の
記
載
は
な

い
が
、
一
九
三
六
（
昭
和
一

一
）
年
訂
正
「
蒔
田
町
方
面

№
7
」
に
は
1
／
1
0
0
0

と
あ
り
、
一
〇
〇
〇
分
の
一

の
縮
尺
で
あ
る
こ
と
が
分
か

る
。
因
み
に
一
九
三
〇
年
刊

行
『
横
浜
市
土
地
宝
典
』
第

一
巻
中
区
之
部
（
横
浜
土
地

協
会
）
は
一
二
〇
〇
分
の
一

で
あ
る
。
方
位
記
号
は
、
余

白
に
書
か
れ
て
い
る
が
、
土

地
宝
典
と
同
様
に
、
一
定
の

範
囲
を
収
め
る
た
め
に
図
の
向
き
は
一
定
し

て
い
な
い
。
ま
た
、
一
部
の
図
で
は
方
位
に

誤
り
が
あ
る
。
そ
の
他
、
図
の
端
に
は
接
続

す
る
方
面
・
番
号
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

記
載
の
中
心
と
な
る
建
物
は
地
番
と
と
も

に
記
入
さ
れ
、
個
人
名
や
店
名
は
ほ
と
ん
ど

記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
保
険
料
率
の
算
定
に

関
わ
る
発
動
機
な
ど
を
使
う
工
場
や
浴
場
、

ま
た
学
校
や
旅
館
、
組
織
の
事
務
所
な
ど
の

施
設
に
は
名
称
が
書
か
れ
て
い
る
。
住
居
以

外
の
「
車
庫
」「
牛
舎
」「
豚
舎
」「
温
室
」
な
ど

も
、
そ
れ
ぞ
れ
記
載
さ
れ
て
い
る
場
合
が
あ

る（
図
2
）。
建
物
の
記
載
を
図
1
で
見
る
と
、

例
え
ば
右
下
の
道
路
に
囲
ま
れ
た
細
長
い
区

画
で
は
、「
加
藤
医
院
」「
植
木
食
料
品
店
」、

店
名
不
明
の
カ
フ
ェ
が
三
箇
所
、「
ナ
ヤ
」

が
二
箇
所
、
記
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
隣
の

区
画
で
は
「
宮
ノ
湯
」「
蒔
田
青
物
市
場
」
な

ど
の
記
載
が
見
え
る
。

ま
た
一
般
の
地
図
と
同
様
に
、
さ
ま
ざ
ま

な
記
号
が
使
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
に
は
、

建
物
の
耐
火
性
な
ど
火
災
保
険
図
特
有
の
も

の
も
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
記
号
に
つ
い
て

は
、
境
界
線
や
施
設
の
種
類
な
ど
一
般
の
地

図
記
号
に
類
似
し
た
も
の
は
「
普
通
凡
例
」、

火
災
保
険
な
ど
に
関
わ
る
耐
火
性
や
消
防

署
・
消
火
栓
・
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
な
ど
は

「
特
別
凡
例
」（
図
2
）
と
し
た
「
火
災
保
険

図
凡
例
」
が
残
っ
て
い
る
。
図
1
の
中
央
付

近
の
蒔
田
小
学
校
で
は
、
学
校
を
あ
ら
わ
す

昭
和
初
期
、

中
区
火
災
保
険
図

図1　火災保険図の一例　1930年蒔田町方面No.7

図2　車庫（1936年山手方面№4部分）

図3　特別凡例
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「
文
」、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
を
あ
ら
わ
す
太

線
と
「
コ
」、三
階
建
て
を
あ
ら
わ
す
「
㈢
」

が
、
右
隣
の
文
寿
堂
工
場
で
は
、
準
耐
火
造

の
「

（準）
」
が
記
入
さ
れ
て
い
る
。
凡
例
か
ら

は
「
準
耐
火
造
」
が
何
を
指
す
の
か
分
か
ら

な
い
が
、
火
災
保
険
図
で
は
先
駆
的
な
都
市

整
図
社
の
凡
例
で
は
、
耐
火
建
造
物
と
し
て

コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
・
レ
ン
ガ
造
、
防
火
建
造

物
と
し
て
ラ
ス
張
り
・
土
蔵
造
を
あ
げ
て
お

り
（
牛
垣
雄
矢
二
〇
〇
五
）、
壁
を
金
属
張

り
に
し
た
ラ
ス
張
り
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
火
災
保
険
図
で
は
、
地
域

の
建
物
の
様
子
や
街
並
み
が
分
か
る
こ
と
が

特
徴
で
あ
る
。
ま
た
、
建
物
以
外
で
も
、
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
な
ど
特
徴
的
な
空
き
地
も
記
載

さ
れ
て
お
り
、
当
時
の
さ
ま
ざ
ま
な
街
の
様

子
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
資
料
と
言

え
る
。

資
料
群
の
概
要

次
に
、
移
管
さ
れ
た
火
災
保
険
図
全
体
の

概
要
を
紹
介
し
よ
う
。

先
の
例
で
見
た
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
図

は
「
～
方
面
」
と
「
№
」
に
よ
っ
て
表
さ
れ
る
。

場
合
に
よ
っ
て
は
、「
№
」
の
あ
と
に
A
・

B
な
ど
の
記
号
が
付
く
こ
と
も
あ
る
。
表
1

は
重
複
を
除
い
て
、
方
面
別
・
年
別
の
点
数

を
見
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の

方
面
の
範
囲
は
図
4
に
示
し
た
。
各
方
面
に

つ
い
て
、
総
て
の
図
面
が
残
っ
て
い
る
か
ど

う
か
分
か
ら
な
い
た
め
、
範
囲
が
不
明
な
と

こ
ろ
も
あ
る
。

こ
こ
に
示
し
た
よ
う
に
方
面
は
一
七
あ

り
、
旧
中
区
最
南
部
の
笹
下
町
や
日
野
町
は

含
ま
れ
て
い
な
い
。
区
界
付
近
の
高
島
・
平

沼
・
帷
子
、
笹
下
町
に
隣
接
し
た
大
久
保
は

点
数
が
少
な
く
、
番
号
が
抜
け
て
い
る
場
合

も
多
い
（
後
述
）。
年
別
で
見
る
と
、中
村
・

根
岸
・
本
牧
・
大
久
保
を
除
く
と
、
一
九
三

〇
（
昭
和
五
）
年
の
図
が
多
数
を
占
め
（
関

外
の
年
未
詳
も
同
年
と
見
な
す
）、
三
〇
年

の
も
の
が
基
礎
に
な
っ
て
い
る
。
根
岸
・

本
牧
は
三
三
（
昭
和
八
）
年
が
多
数
を
占

め
、
大
久
保
は
三
四
年
、
中
村
は
三
五
年
が

多
数
を
占
め
る
。
ま
た
、
関
内
・
関
外
・
戸

部
・
南
太
田
・
蒔
田
町
・
久
保
山
は
三
〇
年

を
基
礎
と
し
な
が
ら
も
、
三
五
・
三
六
・
三

八
年
の
も
の
も
多
く
残
っ

て
お
り
、
こ
の
間
の
変
化

が
分
か
る
地
域
が
多
い
方

面
で
あ
る
。
三
〇
年
以
外

の
図
面
は
、「
訂
正
」「
再
製
」

「
再
調
」「
改
訂
」「
改
正
」

と
な
っ
て
い
る
場
合
が
多

く
、
こ
の
こ
と
か
ら
も
、

三
〇
年
が
作
成
の
起
点
で

あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

作
成
主
体
は
、
ほ
と
ん

ど
の
図
面
に
は
書
か
れ
て

い
な
い
。
例
外
と
し
て
一

九
三
二
（
昭
和
七
）
の
二

〇
枚
、
三
四
（
昭
和
九
）

年
の
三
枚
に
は
、「
横
浜

新
興
地
図
協
会
」
と
書
か

れ
て
い
る
が
、
こ
れ
以
外

の
情
報
は
無
く
詳
細
は
不

明
で
あ
る
。

次
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
図

枠
に
つ
い
て
図
5
に
示
し
た
。
こ
れ
は
、
簡

略
で
は
あ
る
が
索
引
図
と
し
て
作
成
し
た
も

の
で
あ
り
、
資
料
室
に
は
、
こ
の
図
を
拡
大

し
、
線
を
色
分
け
し
た
索
引
図
を
備
え
付
け

る
予
定
で
あ
る
。
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
昭

和
三
〇
年
代
の
「
横
浜
市
三
千
分
一
地
形

図
」
を
利
用
し
た
が
、
火
災
保
険
図
の
作
成

以
降
に
区
画
整
理
や
耕
地
整
理
が
行
わ
れ
た

と
こ
ろ
や
開
発
が
進
ん
だ
と
こ
ろ
で
は
、
比

較
が
困
難
な
地
域
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
山
林

や
農
地
な
ど
で
隣
接
す
る
図
面
と
明
確
な
境

界
が
示
さ
れ
て
い
な
い
図
で
は
、
図
枠
を
確

定
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
便
宜
的
に
図

枠
を
確
定
さ
せ
た
と
こ
ろ
も
あ
る
。
こ
の
索

引
図
に
図
番
号
が
入
っ
て
い
る
も
の
は
、
表

1
に
あ
る
い
ず
れ
か
の
年
の
図
面
が
存
在
す

る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
関
内
方

面
は
三
〇
年
の
図
面
二
枚
が
残
っ
て
い
な
い

が
、
そ
れ
ぞ
れ
三
八
（
昭
和
一
三
）
年
の
図

が
あ
る
の
で
番
号
が
入
っ
て
い
る
。
な
お
年

代
別
の
図
枠
索
引
図
は
作
成
し
て
い
な
い
の

で
、
一
覧
表
に
お
い
て
確
認
し
て
い
た
だ
く

こ
と
と
な
る
。

こ
の
索
引
図
か
ら
、
ま
ず
「
中
村
方
面
」

と
「
本
牧
方
面
」
に
、
図
面
が
残
っ
て
い
な

い
地
域
が
多
い
こ
と
が
分
か
る
。
両
方
面
と

も
に
、
三
〇
（
昭
和
五
）
年
の
図
面
が
残
存

し
て
な
い
の
で
、
欠
が
多
い
原
因
と
も
考
え

ら
れ
る
が
、
同
様
の
「
根
岸
方
面
」
は
、
三

三
・
三
五
年
の
図
面
に
よ
っ
て
ほ
ぼ
カ
バ
ー

で
き
て
お
り
、
理
由
は
不
明
で
あ
る
。
ま
た

先
に
見
た
よ
う
に
、
区
境
等
の
方
面
で
も
、

残
っ
て
い
な
い
部
分
が
多
く
、
平
沼
方
面
は
、

13
～
15
・
19
・
20
の
み
、
帷
子
も
1
・
10
～

12
の
み
で
あ
る
。
大
久
保
の
場
合
は
1
～
3

な
の
で
、
元
々
三
枚
し
か
作
成
し
て
い
な
い

と
も
考
え
ら
れ
る
。

昭
和
五
年
「
関
内
方
面
」
の
耐
火
建
築

こ
こ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
多
く
の
方

面
で
は
一
九
三
〇
（
昭
和
五
）
年
の
街
の
様

子
が
分
か
り
、
ま
た
、
い
く
つ
か
の
地
域
で

は
、
三
〇
年
と
三
五
（
昭
和
一
〇
）
年
前
後

に
お
け
る
街
の
変
化
が
分
か
る
。
三
〇
年
は
、

関
東
大
震
災
か
ら
の
復
興
が
一
応
の
完
成
を

見
た
と
言
わ
れ
る
直
後
で
あ
り
、
旧
中
区
に

お
け
る
震
災
復
興
の
状
況
が
、
こ
の
火
災
保

表1　方面別/年別点数
No. 方面 未詳 1930 1932 1933 1934 1935 1936 1937 1938 1939 計

1 関内 1 27 2 1 13 44 

2 関外 13 18 1 21 53 

3 山手 1 10 11 8 1 31 

4 中村 17 17 

5 根岸 1 1 28 4 34 

6 本牧 20 1 21 

7 戸部 1 41 7 17 5 71 

8 南太田 1 21 18 1 41 

9 蒔田町 1 33 2 11 10 1 58 

10 大岡町 18 18 

11 弘明寺 1 14 5 1 6 2 29 

12 久保山 3 25 26 1 55 

13 永田町 9 34 3 1 2 1 50 

14 大久保 3 3 

15 高島 6 1 7 

16 平沼 5 1 6 

17 帷子 5 4 1 1 11 

計 32 258 20 59 3 99 49 9 19 1 549 
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険
図
か
ら
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
で
は
、

こ
の
一
例
と
し
て
関
内
方
面
に
お
け
る
耐
火

建
築
の
分
布
を
見
て
み
よ
う
。

図
6
は
、
関
内
方
面
の
№
1
～
30
ま
で
の

う
ち
、
三
〇
年
が
残
っ
て
い
な
い
1
（
大
岡

川
沿
い
の
本
町
六
丁
目
～
港
町
六
丁
目
）
と

5
（
尾
上
町
一
～
三
丁
目
か
ら
太
田
町
一
～

三
丁
目
辺
り
）
を
除
い
た
二
八
枚
を
集
積
し
、

耐
火
建
築
の
記
号
（
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
・
石

造
・
煉
瓦
造
・
土
造
・
準
耐
火
）
が
付
い
て

い
る
建
物
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
線
の
太

さ
の
判
断
が
難
し
い
が
、
太
枠
の
み
に
つ
い

て
も
含
め
た
。
な
お
、
個
々
の
建
物
の
耐
火

性
な
ど
の
判
断
は
、
図
面
の
通
り
と
す
る
。

耐
火
建
築
が
、
比
較
的
集
中
し
て
い
る
地

域
は
図
の
中
央
付
近
を
左
右
に
走
る
本
町
通

沿
い
で
、
三
井
（
建
築
中
）・
住
友
・
安
田
・

川
崎
第
一
・
横
浜
正
金
の
各
銀
行
、
帝
国
火

災
・
横
浜
火
災
な
ど
の
保
険
会
社
、
片
倉
製

糸
や
神
栄
製
糸
な
ど
の
生
糸
関
係
、
県
庁
・

電
話
局
・
郵
便
局
・
裁
判
所
な
ど
の
公
的
機

関
な
ど
で
あ
っ
た
。
そ
の
他
、
新
港
埠
頭
や

帝
国
蚕
糸
・
三
菱
倉
庫
の
各
倉
庫
が
大
き
い

の
で
比
較
的
目
立
つ
。

一
方
、
図
の
右
側
の
山
下
町
で
は
、
い
く

つ
か
の
建
造
物
、
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
グ
ラ
ン

ド
・
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
石
油
・
ラ
イ
ジ
ン
グ
石

油
・
横
浜
倶
楽
部
・
同
潤
会
ア
パ
ー
ト
・

横
浜
小
・
横
浜
商
業
専
修
学
校
・
加
賀
町
警

察
署
等
で
あ
り
、
本
町
沿
い
に
比
べ
る
と
疎

ら
で
あ
る
。
特
に
山
下
公
園
に
近
い
地
域
は
、

い
く
つ
か
の
耐
火
建
築
の
外
は
、
建
物
が
少

な
い
。
準
耐
火
建
築
で
も
、
図
上
で
中
華
街

上
部
の
イ
ン
ド
商
館
群
が
ま
と
ま
っ
て
い
て

目
立
つ
ぐ
ら
い
で
あ
る
。
山
下
町
は
、
震
災

に
よ
り
貿
易
業
者
が
市
外
に
避
難
し
、
横
浜

へ
戻
ら
な
い
こ
と
も
多
か
っ
た
た
め
に
復
興

が
遅
れ
た
。
こ
の
状
況
が
火
災
保
険
図
か
ら

も
見
て
取
れ
る
。

こ
の
地
域
に
は
、
本
号
の
他
ペ
ー
ジ
に
お

い
て
紹
介
し
て
い
る
互
楽
荘
が
あ
る
が
、
一

九
三
二
（
昭
和
七
）
年
に
完
成
な
の
で
、
三

〇
年
火
災
保
険
図
に
は
掲
載
さ
れ
て
い
な
い

（
関
内
方
面
№
19
）。
同
地
域
は
三
八
（
昭

和
一
三
）
年
の
図
が
あ
り
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト

建
築
と
し
て
、
互
楽
荘
の
外
、
ヘ
ル
ム
ビ

ル
・
イ
ン
デ
ア
ク
ラ
ブ
・
警
友
病
院
・
香
港

上
海
銀
行
が
加
わ
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、

二
枚
の
図
を
比
較
す
る
と
そ
の
間
の
変
化
も

見
て
取
れ
る
。

全
体
的
に
は
、
多
く
の
建
造
物
が
木
造
建

築
で
あ
り
、
耐
火
建
造
物
は
そ
れ
ほ
ど
多
く

は
な
い
。
こ
の
後
も
、
い
く
つ
か
の
耐
火
建

築
が
で
き
る
が
、
多
く
の
木
造
建
築
が
建
ち

並
ん
で
い
る
街
並
み
に
は
変
わ
り
は
な
く
、

太
平
洋
戦
争
末
期
の
焼
夷
弾
に
よ
る
空
襲
に

よ
っ
て
焼
失
し
て
し
ま
う
。

こ
の
火
災
保
険
図
は
、
焼
失
前
の
旧
中
区

の
街
並
み
を
知
る
上
で
貴
重
な
資
料
と
な
る

も
の
で
あ
る
。

【
参
考
文
献
】

『
最
新
地
理
学
用
語
辞
典
』（
大
明
堂
）二
〇
〇
二
年
、

『
図
説
近
代
神
奈
川
の
建
築
と
都
市
』（
社
団
法
人
神

奈
川
県
建
築
士
会
）二
〇
一
三
年
、
牛
垣
雄
矢「
昭

和
期
に
お
け
る
大
縮
尺
図
と
し
て
の
火
災
保
険
特

殊
地
図
の
特
色
と
そ
の
利
用
」（『
歴
史
地
理
学
』四

七
─
五
）二
〇
〇
五
年
、
伊
藤
泉
美「
一
九
三
〇
年

代
後
半
の
横
浜
中
華
街
と
そ
の
周
辺
」（『
横
浜
開
港

資
料
館
紀
要
』二
九
）二
〇
一
一
年
。

�

（
百
瀬
敏
夫
）

図6　1930（昭和5）年関内方面の耐火建築の分布




